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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年4月12日(2012.4.12)

【公表番号】特表2011-515456(P2011-515456A)
【公表日】平成23年5月19日(2011.5.19)
【年通号数】公開・登録公報2011-020
【出願番号】特願2011-501315(P2011-501315)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  17/25     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  21/18     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  27/132    (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  17/25    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  21/18    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  27/132   　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月27日(2012.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルミニウムに基づく担体上の、クロムおよびニッケルに基づく混合触媒上の選択的脱
ハロゲン化水素方法。
【請求項２】
　アルミニウムに基づく担体上の、クロムおよびニッケルに基づく混合触媒上における、
式（Ｉ）ＣＦ３－ＣＨＦ－ＣＨＦＸ（Ｘは水素またはフッ素）の化合物の、式（ＩＩ）Ｃ
Ｆ３－ＣＦ＝ＣＨＸの化合物への、請求項１に記載の脱ハロゲン化水素方法。
【請求項３】
　式（Ｉ）の化合物は、式（Ｉa）の化合物ＣＦ３－ＣＨＦ－ＣＨＦ２であり、そして式
（ＩＩ）の化合物は、式（ＩＩa）ＣＦ３－ＣＦ＝ＣＨＦの化合物である請求項２に記載
の方法。
【請求項４】
　式（Ｉ）の化合物は、式（Ｉｂ）の化合物ＣＦ３－ＣＨＦ－ＣＨ２Ｆであり、そして式
（ＩＩ）の化合物は、式（ＩＩｂ）ＣＦ３－ＣＦ＝ＣＨ２の化合物である請求項２に記載
の方法。
【請求項５】
　混合触媒は、ニッケルの酸化物、ハロゲン化物またはオキシハロゲン化物との混合で、
クロムの酸化物、ハロゲン化物またはオキシハロゲン化物を含む請求項１～４のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項６】
　混合触媒は、ニッケルのフッ化物またはオキシフッ化物との混合で、クロムのフッ化物
またはオキシフッ化物を含む請求項１～５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
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　アルミニウムに基づく担体は、アルミニウムのハロゲン化物またはオキシハロゲン化物
である請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　アルミニウムに基づく担体は、アルミニウムのフッ化物またはオキシフッ化物である請
求項１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　触媒は、０．５～２０ｗｔ％のクロムおよび０．５～２０ｗｔ％のニッケルを含み、こ
れらの元素はモル比０．５～５で存在する請求項１～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　方法は気相で実施される請求項１～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　方法は、１５０℃～６００℃の温度で実施される請求項１～１０のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項１２】
　方法は、０．１～１００秒の接触時間で実施される請求項１～１１のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項１３】
　方法は、水素の存在下で実施され、Ｈ２/１，１，１，２，３－ペンタフルオロプロパ
ンのモル比は、０．３～３０の範囲である請求項１～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　選択的脱ハロゲン化水素反応のための触媒としての、アルミニウムに基づく担体上の、
クロムおよびニッケルに基づく混合触媒の使用。
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